
　
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
・
弁
護
士

堀
　
田
　
力

平
成
24
年
10
月
4
日

地
域
包
括
ケ
ア
と
は
何
か

    
～
復
興
支
援
活
動
の
体
験
か
ら
～

私
の
答
え　

最
後
ま
で
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
町

と
い
う
こ
と
さ
え
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
具
体
的

な
姿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
住
民
の
暮
ら
し
方
や
社
会
資
源

の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
現
れ
て
く
る

2
．
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
い
う
概
念
の
特
徴

　
　

・   「
手
法
」
を
表
す
概
念
だ
が
、
目
的
が
重
要

　
　
　

目
的
は
「
尊
厳
を
支
え
る
」
こ
と

（
参
考
）
地
域
包
括
ケ
ア
は
、
「
一
人
一
人
が
住
み
慣
れ
た

街
で
最
後
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
保
障
す
る
た

め
の
方
法
」
（
高
齢
者
介
護
研
究
会
報
告
「
2
0
1
5
年
の

高
齢
者
介
護
」
Ⅲ
．
2
．（
4
））

　
　
　

→
「
尊
厳
」
は
、
個
人
に
応
じ
て
異
な
る
か
ら
、
多
様

　
　
　

→
画
一
的
手
法
は
な
く
、
必
要
な
ケ
ア
を
そ
の
都
度
、
組
み
合
わ
せ
る

　
　
　
　

し
か
な
い

　
　
　

・   「
関
係
性
」
を
い
う
概
念

状
況
に
応
じ
て
多
様
な
ケ
ア
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
「
関
係
」
を

表
す
概
念

　
　
　

・
動
的
概
念

状
況
に
応
じ
て
関
係
が
変
化
し
て
い
く
と
い
う
「
動
的
」
な
概
念

→
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
シ
ス
テ
ム
の
設
置
、
そ
の
運
用
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
、
住
民
（
利
用
者
）
を
含
む
関
係
者
が
目
的
を
共
有

し
、
状
況
に
応
じ
て
協
議
す
る
こ
と
が
必
要

3
．
復
興
過
程
で
現
れ
る
問
題
の
一
般
性

復
興
で
は
、
平
時
に
お
け
る
す
べ
て
の
問
題
が
顕
著
に
現
れ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
基
礎
に
潜
ん
で
い
る
構
造
的
問
題
も
現
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い

4
．
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
町
へ
の
復
興
応
援
」
の
経
緯

　　
　

2
0
1
1
・
3
・
下
旬　
　

被
災
地
を
地
域
包
括
ケ
ア
の
町
へ
復
興
す
る

た
め
住
民
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
つ
き
、
厚

労
省
事
務
当
局
と
協
議
、
協
働
す
る
こ
と
の

了
承

　
　
　
　
　
　
　

４
・
13　
　
　

官
邸
（
辻
元
総
理
補
佐
官
対
応
）
同
意

　
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
・
弁
護
士

堀
　
田
　
力

平
成
24
年
10
月
4
日

地
域
包
括
ケ
ア
と
は
何
か

    
～
復
興
支
援
活
動
の
体
験
か
ら
～

１
．
被
災
地
域
の
活
動
者
ら
の
問
い
「
地
域
包
括
ケ
ア
が
何
か
わ
か
ら
な
い
」
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4
・
27
～
30　
　

「
地
域
包
括
ケ
ア
の
町
」
へ
の
復
興
応
援
団

発
起
人
間
で
協
議
、
同
書
作
成

　
　
　
　
　
　

4
4
9
名
の
有
識
者
か
ら
賛
同
を
得
る

　
　
　
　
　
　
　

５
・
13　
　
　

細
川
厚
労
大
臣
了
承

　
　
　
　
　
　
　

５
・
19　
　
　

国
交
省
川
本
住
宅
局
長
同
意

　
　
　
　
　
　
　

同
日　
　
　
　

社
会
保
障
改
革
に
関
す
る
集
中
検
討
会
議
で

同
提
言
説
明
、
菅
総
理
が
「
被
災
地
に
導
入

し
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
全
国
に
広
め
た
い
」

旨
発
言

玄
葉
大
臣
は
福
島
県
関
係
自
治
体
首
長
に

送
付

　
　
　
　
　
　
　

５
、
６
月　
　

被
災
地
首
長
、
住
民
等
に
説
明

６
・
25　
　
　

東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
「
地
域
包
括

ケ
ア
を
中
心
と
す
る
保
健
・
医
療
、
介
護
・

福
祉
の
体
制
整
備
」
等
を
提
言

７
月
以
降　
　

宮
城
県
、
岩
手
県
の
各
復
興
会
議
も
同
旨
を

提
言
、
被
災
自
治
体
の
基
本
計
画
に
も
広
が

る

　
　
　
　
　

5
．
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
町
へ
の
復
興
応
援
」
の
状
況

　
　

（1）
応
援
モ
デ
ル
市
町

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
は
、
応
援
モ
デ
ル
９
市
町
（
大
槌
町
、
釜
石
市
、

大
船
渡
市
、
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
、
石
巻
市
、
塩
竈
市
浦
戸
諸
島
、

山
元
町
、
北
茨
城
市
）
を
選
び
、
全
国
の
さ
わ
や
か
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
協
働
し
て
現
地
応
援
を
続
け
て
き
て
い
る

　
　

（2）
応
援
の
実
施

 

・
お
茶
っ
こ
会
な
ど
現
地
で
絆
を
結
ぶ
集
ま
り
の
機
会
に
、
話
題
に
す

る

 

・
2
泊
、
状
況
に
よ
り
1
泊
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
招
待
、
地
区
ご
と
に
地

区
の
住
民
が
町
の
復
興
の
姿
を
協
議
し
て
描
く

　
　

バ
ス
ツ
ア
ー
11
回

　
　
　

  （
1
回
40
名
か
ら
1
3
0
名
参
加
）

 

・
バ
ス
ツ
ア
ー
で
出
た
意
見
を
提
言
に
ま
と
め
て
、
首
長
に
提
出

例
と
し
て
、
「
本
年
6
月
5
日
大
槌
町
長
に
提
出
し
た
住
民
か
ら

の
提
言
」
（
本
誌
7
月
号
参
照
）

 

・
復
興
の
町
づ
く
り
を
協
議
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
住
民
会
議
（
既

存
の
も
の
及
び
新
設
の
も
の
）
の
活
動
を
支
援

 

・
住
民
の
要
望
を
、
事
業
者
及
び
行
政
の
意
見
と
す
り
あ
わ
せ
る
た
め
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
ミ
ニ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

フ
ォ
ー
ラ
ム
4
回
（
「
大
船
渡
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
」
本
誌
8
月

号
参
照
）
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（3）
進
行
の
状
況

　
　
　

 
・（
基
本
計
画
ま
で
の
段
階
）

被
災
自
治
体
は
、
ま
ず
復
興
基
本
方
針
を
立
て
、
そ
の
後
昨
年
10
月

か
ら
本
年
3
月
こ
ろ
ま
で
に
復
興
基
本
計
画
を
立
て
、
地
方
議
会
の

承
認
を
得
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
、
復
興
基
本
方
針
に
地
域
包
括
ケ

ア
を
う
た
っ
て
い
る
自
治
体
と
そ
う
で
な
い
自
治
体
が
あ
る
。
そ
し

て
、
う
た
っ
て
い
て
も
そ
の
導
入
に
無
関
心
な
首
長
と
、
理
解
し
、

導
入
に
積
極
的
な
首
長
（
少
数
派
）
が
い
る

復
興
応
援
団
と
し
て
は
、
こ
の
段
階
で
、
首
長
や
幹
部
に
対
し
、
住

民
か
ら
の
提
言
書
を
説
明
し
つ
つ
、
地
域
包
括
ケ
ア
等
ソ
フ
ト
の
導

入
の
必
要
性
を
訴
え
た

　
　
　

 

・（
移
転
計
画
の
段
階
）

基
本
計
画
が
承
認
さ
れ
る
と
、
被
災
自
治
体
は
居
住
ゾ
ー
ン
へ
の
移

転
計
画
の
策
定
に
入
る
。

復
興
応
援
団
は
、
こ
の
段
階
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
よ
り
、
住
民

と
事
業
者
、
行
政
の
意
見
の
す
り
あ
わ
せ
を
行
う
作
業
に
入
っ
て
い

る
が
、
具
体
的
な
町
の
姿
は
、
こ
れ
か
ら
次
第
に
固
ま
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る

こ
れ
ら
の
活
動
の
過
程
で
知
見
を
得
た
地
域
包
括
ケ
ア
導
入
を
め
ぐ
る
問

題
点
は
、
以
下
の
通
り

6
．
導
入
を
め
ぐ
る
問
題
点
（
1
）
―
―
　
市
町
村

問
題
①　

導
入
の
決
め
手
は
、
市
町
村
長
の
理
解
と
熱
意

 

・
首
長
の
理
解
が
な
く
て
も
、
理
解
と
熱
意
の
あ
る
職
員
に
任

せ
て
い
る
時
は
Ｏ
Ｋ

 

・
首
長
が
仕
切
り
、
住
民
の
声
を
聞
か
ず
、
新
し
い
考
え
方
を

拒
絶
す
る
時
は
最
悪

 

・
権
限
が
部
局
に
分
か
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
導
入
を
リ

ー
ド
で
き
る
の
は
、

　

ⓐ
首
長
、
ま
た
は
ⓑ
関
係
部
局
の
関
係
権
限
を
統
合
行
使
で

き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

問
題
②　

市
町
村
の
関
係
職
員
間
、
及
び
関
係
職
員
と
住
民
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要

 

・
首
長
が
導
入
に
熱
心
で
あ
っ
て
も
関
係
各
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ

の
権
限
の
範
囲
内
で
し
か
動
か
な
け
れ
ば
、
導
入
は
不
可
能

（
職
員
の
壁
）

 

・
関
係
部
局
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
必
要

 

・
特
に
福
祉
、
医
療
な
ど
生
活
に
関
係
す
る
部
局
の
職
員
の
参

加
が
必
要（
実
質
的
に
参
加
し
て
い
な
い
例
も
少
な
く
な
い
）

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
職
員
が
部
局
の
壁
を
越
え
、
す
べ

て
の
問
題
に
つ
い
て
、
住
民
、
事
業
者
に
応
答
、
意
見
交
換

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

　

問
題
③　

ハ
ー
ド
に
ソ
フ
ト
を
組
み
込
む
手
法
が
確
立
し
て
い
な
い

 

・
復
興
担
当
チ
ー
ム
を
建
設
関
係
職
員
が
仕
切
っ
て
福
祉
等
の

生
活
関
係
を
考
慮
せ
ず
、
工
学
的
見
地
か
ら
設
計
、
建
設
を

進
め
る
傾
向
が
強
い

 
・
福
祉
等
生
活
関
係
部
局
に
も
、
ソ
フ
ト
（
た
と
え
ば
「
地
域

包
括
ケ
ア
」）
を
ハ
ー
ド
に
反
映
す
る
知
見
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
を
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有
し
な
い
場
合
が
多
く
、
復
興
関
係
会
議
で
も
発
言
し
な
い

こ
と
が
多
い

 

・
福
祉
等
関
係
職
員
は
、
国
や
国
交
省
、
厚
労
省
な
ど
が
提
供

し
て
い
る
各
種
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
わ
が
町
の
姿
を
考

案
し
、
部
内
、
部
外
（
住
民
な
ど
）
に
情
報
を
提
供
し
て
ほ

し
い

（
ア
イ
デ
ア
の
例
）

 

・
「
在
宅
医
療
の
充
実
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」

 

・
国
交
省
住
宅
局
…
低
層
階
に
商
店
等
が
入
っ
て
い
る

図

 

・
同
…
同
じ
く
医
療
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
診
療
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
、
保
育
所
な
ど
）
の
入
っ
て
い
る
図

 

・
兵
庫
復
興
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
…
共
同
ふ
れ

あ
い
空
間
な
ど

 

・
国
（
復
興
庁
の
現
地
担
当
官
な
ど
）
や
県
の
担
当
官
は
、
上

記
の
点
に
つ
い
て
、
市
町
村
を
よ
く
補
佐
し
て
ほ
し
い

 

・
国
レ
ベ
ル
で
も
厚
労
省
は
国
交
省
と
並
ぶ
影
響
力
を
発
揮
し

て
ほ
し
い

問
題
④　

病
院
等
医
療
施
設
の
新
設
、
再
編
計
画
が
広
域
に
わ
た
る
長
期

的
視
野
な
く
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

 

・
眼
の
前
の
需
要
や
財
政
状
況
、
医
師
等
の
人
員
確
保
の
事
情

な
ど
に
応
じ
、
病
院
等
の
新
設
、
再
編
を
進
め
る
お
そ
れ
が

あ
る

 

・
県
が
医
師
会
等
と
協
議
し
つ
つ
市
町
村
間
の
協
議
を
誘
導
す

る
必
要
が
あ
る

 

・
そ
の
際
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
に
よ
る
「
医
療
・

介
護
の
提
供
体
制
の
将
来
像
の
例
」
に
よ
る
機
能
強
化
、
連

携
強
化
を
実
践
す
べ
き
で
あ
る

問
題
⑤　

自
治
体
職
員
に
は
、
早
期
建
設
こ
そ
住
民
の
要
望
で
あ
り
、
福

祉
等
生
活
関
係
は
住
宅
等
建
設
の
後
の
問
題
だ
と
い
う
感
覚

の
人
も
少
な
く
な
い

 

・
病
院
や
施
設
の
あ
り
方
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
宅
の
姿
や
位
置

関
係
が
福
祉
や
医
療
の
あ
り
方
を
決
め
る
と
い
う
認
識
を
広

め
る
必
要

 

・
生
活
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町
づ
く
り
に
つ
い
て
住
民
の
意

見
を
十
分
に
聴
く
こ
と
は
最
優
先
事
項
で
あ
る
が
、
後
出
問

題
⑩
記
載
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
方
式
を
と
れ
ば
、
そ
の
こ
と

と
早
期
建
設
と
は
両
立
す
る

問
題
⑥　

市
町
村
に
お
け
る
福
祉
の
実
力
者
（
た
と
え
ば
経
験
の
長
い
保

健
師
な
ど
）
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
な
ど
の
新
し
い
概
念
や
シ

ス
テ
ム
を
拒
否
し
、
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る

 

・
人
事
の
風
通
し
が
必
要

 

・
関
係
職
員
の
研
修
が
必
要
。
特
に
、
措
置
型
、
仕
切
り
型
、

　

保
護
型
の
福
祉
の
感
覚
で
い
る
幹
部
職
員
に
、
住
民
の
自
発

性
を
重
視
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
型
（
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
）

の
福
祉
の
感
覚
を
養
成
す
る
こ
と
が
重
要

（例）
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
大

地 域 包 括 ケ ア と は 何 か
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槌
町
社
協
と
協
力
し
、
社
協
職
員
や
相
談
支
援
員

な
ど
に
対
し
、
絆
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
研
修
し
て
い
る

 
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
現
場
の
機
関
の
若
い
職
員
な

ど
に
、
住
民
主
体
の
感
覚
を
有
す
る
職
員
が
い
る
の
で
、
そ

う
い
う
意
見
が
言
え
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
有
効

問
題
⑦　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
町
へ
の
復

興
に
つ
い
て
、
①
地
域
包
括
ケ
ア
の
理
念
及
び
実
務
を
も
っ

と
も
よ
く
知
る
も
の
で
あ
り
、
②
そ
の
町
の
住
民
の
ニ
ー
ズ

と
ウ
ォ
ン
ツ
、
③
福
祉
関
係
事
業
者
の
実
情
に
通
じ
て
い
る

（
は
ず
の
）
も
の
で
あ
る

 

・
セ
ン
タ
ー
職
員
は
、
行
政
、
事
業
者
、
住
民
間
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

 

・
自
治
体
も
生
活
関
係
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
彼
ら
を
よ
く
活

用
す
る
こ
と
が
有
効

問
題
⑧　

合
併
し
た
地
区
を
所
轄
す
る
支
庁
と
本
庁
と
の
連
携
が
困
難
な

市
が
あ
り
、
首
長
に
よ
る
特
別
な
配
慮
が
必
要

 

・
福
祉
等
生
活
に
か
か
わ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
支
庁
所
轄
地

域
に
特
別
な
措
置
を
必
要
と
す
る
例
が
少
な
く
な
い
の
で
、

首
長
は
、
特
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要

7
．
導
入
を
め
ぐ
る
問
題
点
（
2
）
―
―
　
住
民

問
題
⑨　

住
民
、
特
に
女
性
が
町
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
の
意
見

を
設
計
に
生
か
す
方
式
が
と
ら
れ
て
い
な
い

 

・
仕
切
り
型
の
行
政
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
は
、
住
民
へ
の
情

報
公
開
は
決
定
後
で
、
決
定
前
に
は
、
町
の
有
力
者
（
男
性

が
多
く
、
福
祉
、
医
療
を
含
む
生
活
に
は
関
心
も
知
識
も
な

い
）
か
ら
成
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
程
度

 

・
仕
切
り
型
の
市
町
村
の
住
民
は
行
政
依
存
型
の
人
が
多
く
、

そ
う
で
な
い
住
民
が
希
望
や
意
見
を
言
え
ば
、
異
端
視
さ
れ

て
萎
縮
す
る
例
が
少
な
く
な
い

 

・
住
民
の
意
見
を
聴
く
姿
勢
の
市
町
村
で
も
、
意
見
交
換
会
は
、

結
局
行
政
の
説
明
会
と
な
り
、
町
づ
く
り
に
ま
で
及
ば
な
い

例
が
多
い

 

・
東
北
で
は
、
女
性
は
行
政
の
説
明
会
に
出
る
役
割
を
男
性
に

委
ね
る
傾
向
が
あ
る

 

・
住
民
が
納
得
し
て
い
な
い
町
は
、
結
局
、
住
民
が
去
っ
て
い

く

 

・
住
民
が
協
議
し
、
提
言
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
地
域
の
組

織
を
つ
く
る
必
要

　
　

（例）
・ 

す
ば
ら
し
い
歌
津
を
つ
く
る
協
議
会
…
震
災
前
に
あ

っ
た
地
域
の
団
体
が
復
興
に
取
り
組
む
団
体
に
進
展

・
山
元
町
を
愛
す
る
会
…
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
結
成

・
新
生
お
お
つ
ち
…
バ
ス
ツ
ア
ー
の
仲
間
が
結
成

 

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
住
民
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
意
見
が

集
ま
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

　
　

（例）
・
部
会
を
設
け
る

・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
住
民
組
織
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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・
委
員
が
出
身
地
域
の
意
見
を
吸
収

・
協
議
内
容
を
被
災
地
の
有
志
に
報
告

・ 

委
員
構
成
を
多
様
に
し
、
住
民
各
層
の
意
見
を
そ
ろ

え
る
、
な
ど

 
・
行
政
は
、
住
民
と
の
協
議
の
仕
方
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

こ
な
す
こ
と

（
参
考
─
行
政
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
お
け
る
都
市
政
策
と
健

康
・
医
療
・
福
祉
政
策
の
連
携
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
本
編
及
び
参
考
資
料
編

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
復
興
ま
ち
づ

く
り
の
進
め
方
（
合
意
形
成
ガ
イ
ダ
ン
ス
）」
平
成
24
年

6
月
国
土
交
通
省
都
市
局
・
住
宅
局

問
題
⑩　

住
民
の
意
見
を
迅
速
に
計
画
に
生
か
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か

 

・
形
式
的
に
住
民
説
明
会
、
意
見
交
換
会
を
開
き
、
一
度
説
明

し
た
あ
と
は
自
治
体
任
せ
に
し
た
の
で
は
、
血
の
通
っ
た
町

づ
く
り
は
で
き
な
い

 

・
新
し
い
町
は
、
地
形
面
で
制
約
が
あ
り
、
こ
れ
を
前
提
に
優

先
す
る
建
築
物
か
ら
建
設
を
進
め
る
ほ
か
な
い

 

・
し
た
が
っ
て
、
自
治
体
は
①
住
民
に
は
、
例
え
ば
「
地
域
包

括
ケ
ア
の
あ
る
町
」
な
ど
、
め
ざ
す
暮
ら
し
方
の
理
念
に
つ

い
て
住
民
の
お
お
か
た
の
合
意
を
得
た
う
え
、
②
こ
れ
を
指

標
と
し
て
、
具
体
的
な
地
域
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
建
築
物

等
に
つ
い
て
住
民
の
希
望
を
聴
き
、
③
そ
の
可
能
性
、
適
否

を
検
討
、
自
治
体
側
の
意
見
を
公
開
、
④
新
し
い
案
を
も
と

に
住
民
と
協
議
、
決
定
し
、
さ
ら
に
⑤
そ
の
手
順
を
く
り
返

し
て
い
く
、
と
い
う
手
法
で
、
計
画
決
定
、
建
設
を
進
め
る

の
が
適
切
で
あ
ろ
う

 

・
こ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
方
式
と
呼
ん
で
い
る

 

・
協
議
に
参
加
す
る
住
民
の
選
定
は
、
町
づ
く
り
協
議
会
の
住

民
代
表
等
に
委
ね
る
（
住
民
各
層
の
意
見
を
、
事
実
上
カ
バ

ー
し
て
い
れ
ば
足
り
る
）

 

・
協
議
や
住
民
と
の
意
見
交
換
に
は
、
ジ
オ
ラ
マ
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
、

　

地
図
を
活
用
し
、
段
階
に
応
じ
て
こ
ま
め
に
公
開
、
そ
の
都

度
す
み
や
か
に
決
定
し
て
作
業
を
進
め
る

　
8
．
導
入
を
め
ぐ
る
問
題
点
（
3
）
―
―
　
事
業
者

問
題
⑪　

需
要
の
欠
如
や
供
給
能
力
の
欠
如
を
理
由
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
、

特
に
定
期
巡
回
随
時
対
応
型
サ
ー
ビ
ス
へ
の
参
加
に
消
極
の

福
祉
・
医
療
関
係
事
業
者
が
多
い

 

・
施
設
、
病
院
中
心
主
義
か
ら
脱
却
で
き
な
い
こ
と
が
基
本
に

あ
る
の
で
、
多
様
な
手
段
で
地
域
包
括
ケ
ア
の
理
解
を
深
め
、

利
用
者
の
尊
厳
を
第
一
と
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
ほ
か
な
い

 

・
事
業
者
に
対
し
、
直
接
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
あ
る
い
は
事
業
者

団
体
等
を
通
じ
、
住
民
の
真
の
ニ
ー
ズ
を
伝
え
、
ま
た
、
適

切
な
経
営
の
事
例
を
伝
え
る
と
、
人
に
よ
り
、
効
果
が
あ
っ

た
 

・
医
師
会
、
看
護
師
団
体
、
福
祉
事
業
者
団
体
間
の
地
域
研
究

会
を
開
催
す
る

地 域 包 括 ケ ア と は 何 か
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・
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
を
異
に
す
る
福
祉
・
医
療
関
係
事
業
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
地
域
包
括
ケ
ア
を
提
供
す
る
連
携
組
織
を

つ
く
る

 
・
施
設
事
業
者
に
地
域
包
括
ケ
ア
（
定
期
巡
回
随
時
対
応
型
サ

ー
ビ
ス
）
へ
の
参
入
を
誘
導
す
る

 

・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
（
社
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
）
か
ら
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
に
対
し
、
連
携

に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
働
き
か
け
る
な

ど

9
．
導
入
を
め
ぐ
る
問
題
点
（
４
）
―
―
　
地
域
包
括
ケ
ア

　

問
題
⑫　

め
ざ
す
べ
き
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
具
体
像
が
掴
め
な
い

 

・
計
画
的
に
町
づ
く
り
の
事
業
を
進
め
よ
う
と
す
る
男
性
リ
ー

ダ
ー
な
ど
か
ら
出
や
す
い
問
題
で
あ
る
が
、
冒
頭
１
．２
．に

記
載
し
た
よ
う
に
、
具
体
像
は
画
一
的
に
示
せ
ず
、
地
域
の

状
況
に
応
じ
て
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
働
し
て
つ
く

り
上
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
求
め
る

　
　
　
　問

題
⑬　

地
域
包
括
ケ
ア
を
導
入
し
て
い
く
手
順
が
わ
か
ら
な
い

 

・
前
問
と
同
様
に
、
手
順
は
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
多
様
で
あ

り
、
ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
完
成
像
は
な
い
こ
と
の
理
解

を
求
め
る

問
題
⑭　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
は
利
用
者
に
関
す
る
情
報
の
継
続

的
、
一
体
的
確
保
と
管
理
が
好
ま
し
い
が
、
こ
れ
を
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か

 

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
常
生
活
総
合
支
援

事
業
の
情
報
か
ら
医
療
・
介
護
情
報
ま
で
一
貫
し
て
情
報
を

確
保
、
個
人
別
に
保
管
し
、
関
係
者
間
で
こ
れ
を
共
有
す
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
望
ま
し
い

問
題
⑮　

認
知
症
者
の
地
域
受
容
を
拡
げ
る
た
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
一
層

の
拡
大
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か

10
．
導
入
を
め
ぐ
る
問
題
点
（
5
）
―
―
　
生
活
と
の
か
か
わ
り

問
題
⑯　

地
域
包
括
ケ
ア
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
な
じ
む

 

・
高
齢
社
会
は
、
若
者
・
中
年
中
心
の
車
必
須
、
戸
建
住
宅
郊

外
拡
散
型
シ
テ
ィ
で
な
く
、
車
不
要
、
集
住
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
身
体
の
不
自
由
な

高
齢
者
の
自
宅
生
活
を
可
能
に
し
、
ま
た
ケ
ア
を
自
宅
に
届

け
る
に
も
便
利
と
な
る

 

・
戸
建
て
住
宅
に
こ
だ
わ
り
、
ま
た
車
生
活
に
こ
だ
わ
る
人
は

少
な
く
な
い
が
、
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
合
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
プ
ラ
ン
を
住
民
と
協
議
し
な
が
ら
作
成

し
、
住
民
の
協
力
を
引
き
出
す
べ
き
で
あ
る

―
「
大
槌
町
長
宛　

住
民
か
ら
の
提
言
」
の
中
の
「
2
、

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
―
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
た
た
か
い
地
域

包
括
ケ
ア
の
町
」
（
本
誌
7
月
号
参
照
）

問
題
⑰　

集
合
住
宅
の
モ
デ
ル
を
多
く
の
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

 2012.11 ● 10 ●



必
要

 

・
前
出
問
題
③
に
例
示
し
た
よ
う
な
住
宅
モ
デ
ル
は
、
住
民
に

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

 
・
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
（
辻
哲
夫
特
任
教
授

ら
）
が
早
く
か
ら
示
し
た
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
も
復
興
の
住
ま

い
に
つ
な
が
る
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
が
、

　

釜
石
市
及
び
遠
野
市
の
一
部
の
仮
設
の
採
用
に
止
ま
っ
た

 

・
住
民
は
、
可
能
な
モ
デ
ル
を
示
さ
れ
な
い
と
、
適
切
な
意
見

を
述
べ
ら
れ
な
い

 

・
各
戸
に
配
布
、
そ
の
他
多
様
な
方
法
で
周
知
を
図
る
べ
き
で

あ
る

問
題
⑱　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
な
ど
、
地
域
を
つ

な
ぐ
公
共
交
通
機
関
が
必
要

 

・
被
災
者
に
は
、
育
っ
た
集
落
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
拒
む
人
が

少
な
く
な
い
。
だ
か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く
り
に
は
限

界
が
あ
る

　

何
千
人
か
集
ま
り
、
住
ん
で
い
て
も
、
所
要
で
他
の
町
に
出

か
け
る
必
要
が
生
じ
る

　

そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
小
型
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
運
行
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
性
が
高
い　

 

・
地
域
住
民
の
自
家
用
車
に
よ
る
相
互
扶
助
の
運
送
も
必
要

（
自
動
車
運
送
法
の
更
な
る
特
例
措
置
が
望
ま
れ
る
）

 

・
集
合
住
宅
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
住
む
高
齢
者
な
ど
の
た
め

に
、
免
許
な
し
で
簡
単
に
運
転
で
き
る
カ
ー
ト
を
準
備
す
る

こ
と
も
有
効

問
題
⑲　

地
域
包
括
ケ
ア
が
そ
の
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民

の
絆
が
不
可
欠

 

・
地
域
に
愛
情
の
薄
い
人
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
よ
り
そ
こ
に

住
み
続
け
て
も
、
そ
の
満
足
感
は
施
設
入
居
の
場
合
と
さ
し

て
か
わ
ら
な
い
で
は
な
い
か
（
被
災
地
で
も
、
他
地
か
ら
移

り
住
ん
だ
が
地
域
に
な
じ
め
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
帰
住
に

こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
）

 

・
地
域
包
括
ケ
ア
が
そ
の
目
的
（
尊
厳
の
保
持
）
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
人
々
の
絆
を
維
持
、
拡
大
す
る

た
め
の
仕
組
み
（
た
と
え
ば
「
居
場
所
」）
が
重
要

 

・
特
に
外
出
困
難
な
要
介
護
者
に
と
っ
て
は
、
地
域
で
な
じ
ん

だ
人
た
ち
と
の
交
流
は
、
そ
の
精
神
面
の
充
足
の
た
め
に
き

わ
め
て
重
要

　
　
　
　
　

問
題
⑳　

地
域
包
括
ケ
ア
が
そ
の
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
利
用
者
の

「
い
き
が
い
」
が
重
要

 

・
「
い
き
が
い
」
は
ど
ん
な
状
態
の
人
で
あ
っ
て
も
生
き
る
意

欲
の
維
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
重

度
の
要
介
護
者
が
自
宅
で
暮
ら
す
場
合
、
自
分
の
残
存
能
力

を
生
か
し
て
人
に
喜
ば
れ
る
機
会
を
創
る
こ
と
に
特
段
の
配

慮
が
必
要

 

・
利
用
者
が
仲
間
と
と
も
に
得
意
と
す
る
手
作
業
を
す
る
こ
と

は
、
そ
の
い
き
が
い
に
有
効

 

・
こ
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
特
に
有
効
（
こ
ど
も
た

ち
の
成
長
に
と
っ
て
も
効
果
大
）

　
　
　
　

地 域 包 括 ケ ア と は 何 か
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11
．
導
入
を
め
ぐ
る
問
題
点
（
6
）
―
―
　
人
口
減
少
地
域

問
題
㉑　

人
口
減
少
傾
向
が
定
着
し
、
近
隣
地
域
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
な
ど
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
の

サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
す
る
か

 

・
共
生
型
福
祉
施
設
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
）
を
す
す
め
る

 

・
共
生
型
福
祉
施
設
に
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
定
期
巡
回
随
時
対

応
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
拠
点
を
併
設
す
る

 

・
人
口
減
少
地
域
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
は
必
然
で
あ
る
と
こ

ろ
、
総
合
的
対
応
策
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
近
い
地
域
を

核
と
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
再
編
成
す
る
な
ど
、
官
民

協
働
し
て
計
画
を
立
て
、
住
民
を
誘
導
す
る
作
業
が
必
要
で

は
な
い
か

12
．
導
入
の
要
点
　
―
―
　
全
国
共
通
の
課
題
と
し
て

　
　

（1）
Ｗ
ｈ
ｏ

行
政
、
事
業
者
、
住
民
の
う
ち
、
特
に
住
民
の
参
加
が
重
要

 

・
地
域
包
括
ケ
ア
（
特
に
定
期
巡
回
随
時
対
応
型
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
地

域
を
施
設
に
す
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
地
域
の
住
民
の
参
加
な
く
し

て
は
成
熟
し
な
い

 

・
介
護
保
険
導
入
時
の
よ
う
な
住
民
の
意
向
把
握
の
努
力
が
、
負
担
の

増
加
に
伴
い
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る

　
　

（2）
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ

①
地
域
包
括
ケ
ア
は
、
動
的
な
概
念

 

・
尊
厳
と
い
う
目
的
を
忘
れ
な
い

 

・
尊
厳
の
保
持
を
め
ざ
せ
ば
、
介
護
は
そ
れ
以
外
の
多
様
な
生
活
サ
ー

ビ
ス
と
連
携
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
自
治
体
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
体
系
を
筋
を
通
し
て
維
持
し
つ
つ
、
そ
の
他
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
そ
ろ
え
、
柔
軟
に
組
合
せ
る
努
力
を
続
け
る
必
要
が
あ
る

②
地
域
包
括
ケ
ア
は
、
関
係
性
を
い
う
概
念

 

・
医
療
、
住
ま
い
に
止
ま
ら
ず
生
活
が
維
持
さ
れ
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

が
ト
ー
タ
ル
と
し
て
必
要

→
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
提
供
さ
れ
る
体
制
が
前
提

→
自
治
体
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
関
す
る
事
業
だ
け
で
な
く
、

地
域
支
援
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
の
事
業
や
日
常
生
活

総
合
支
援
事
業
、
認
知
症
に
関
す
る
事
業
な
ど
を
有
機
的
に
介
護

保
険
事
業
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要

 

・
地
域
住
民
の
絆
と
支
え
合
い
が
必
要

　
　
　
　

  ［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
居
場
所

　
　

（3）
Ｈ
ｏ
ｗ

 

・
地
域
包
括
ケ
ア
の
町
に
す
る
た
め
の
住
民
協
議
会
を
地
区
ご
と
に
設

置
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
町
の
再
編
成
（
家
庭
の
施
設
化
、
施
設
の

家
庭
化
）
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

 
・
自
治
体
は
、
住
民
志
向
の
意
欲
的
で
柔
軟
な
職
員
を
発
見
、
育
成
し
、

権
限
を
与
え
て
地
域
包
括
ケ
ア
の
町
を
実
現
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

地 域 包 括 ケ ア と は 何 か
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